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研究推進・産学官連携推進体制
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URA体制の推進（２０１２年度以降～）
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• 高度な専門性を有する支援者をリサーチ・コーディネーター（URA）として戦略的
に６名配置（シニア研究企画アドバイザー1名、統計分析・情報収集担当1名、プ
ロジェクト運営担当3名、作図デザイナー1名）

• 学内で従来より研究支援業務に従事している職員を、職能別に体系化することで、
上記職務区分の機能を網羅的に推進。

研究支援ニーズの調査結果をもとに、支援者に求められる能力や技能を6群の職務区分に分類

課題を解決するための機能的な支援体制の設計
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URA体制の位置づけ
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URA体制の導入効果
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イノベーション創出に向けた活動の具体例１（イノベーション対話ワークショップ）
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イノベーション創出に向けた活動の具体例１（イノベーション対話ワークショップ）16
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イノベーション創出に向けた活動の具体例２ （異分野融合プロジェクト） 19



URA体制導入から確立までのロードマップ
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・独自の取り組みであること。（URAの増員、URAチーム体制など）
・URA、CDと事務職員を分けるのではなく、URAチームとして活動。

（事務職員等を加えることでスキルの高い支援人材を広める）
・段階的な、組織の統合や職種、人員増を実施。

（実情に合わせながら、まずは現状のリソースを最大限活用）
・CDとURAの協働がうまくいっていること。

（URA活動の中に従来のCDの活動も含まれることを丁寧に説明）
・教育、研究、社会貢献の三位一体のURA活動。

（URA活動により研究力を高め、教育の質向上につなげる）

今後の課題：成功に向けての課題は何か
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御清聴ありがとうございました。
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